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資料４－４ 



１ 

  

 問１  

 

封筒のあて名のお子さん（今後は「お子さん」と表記します。）の生年月をお伺いします。 

 

平成・西暦（    ）年（   ）月生まれ 
 

 問２  

 

 

お子さんを含め、子どもは何人いらっしゃいますか。 

また、２人以上いらっしゃる場合、末子の年齢（令和５年４月１日現在の年齢）をご記入ください。 

（令和５年４月２日以降にお生まれの場合は「０」（歳）と記入してください。） 

（   ）人  末子の年齢（   ）歳 
 

 問３  

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんとの同居・近居（概ね 30分以内に行き来できる範囲）の状況についてお伺いします。 

続柄はあて名のお子さんからみた関係です。 

≪（１）お子さんと同居している方に○をつけてください≫ （○はいくつでも） 

１．父母（単身赴任や長期出張中の父母を含む） 

２．父（ひとり親家庭）      ３．母（ひとり親家庭） 

４．祖父                  ５．祖母 

６．その他（                      ） 

≪（２）お子さんと近居している方に○をつけてください≫ （○はいくつでも） 

１．祖父                  ２．祖母 

３．その他（                      ） 
 

 問４  

 

 

 

日頃、お子さんを預かってもらえる方はいますか。（○はいくつでも） 

１．日常的にご自身や配偶者の親、親せきに預かってもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際にはご自身や配偶者の親、親せきに預かってもらえる 

３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる 

５．いずれもない 
 

 問５  

 

 

お子さんの子育てや教育を主に行っている方はどなたですか。（○は 1つ） 

１．父母とも           ２．主に母親         ３．主に父親 

４．主に祖父母        ５．その他（                 ） 
 

 問６  

 

 

このアンケートをご記入いただいた方はどなたですか。（○は 1つ） 

１．母親                        ２．父親 

３．その他（                    ） 
 

 問７  お住まいの地域の小学校区名（市立）をご記入ください。 

（                    ）小学校区（市立） 

 

小学校区が分からない場合、お住まいの町名をご記入ください。 

（丁目、番地は不要です） 

枚方市（                    ） 
 

１．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。 



２ 

 問８  

 

 

お子さんの健康や教育など子育てについて、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所

はありますか。（○は 1つ） 

１．いる／ある 

２．ない ⇒ 【問９】へ 
 

 問 8-1  問８で「１．いる／ある」を選ばれた方にお伺いします。 

気軽に相談できるのは、どのような人や場所などですか。（○はいくつでも） 

１．配偶者 

２．ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族 

３．近所の人 

４．同じくらいの子どもを持つ友人 

５．その他の友人・知人 

６．保健所・保健センター・北部リーフ 

７．枚方市子どもの育ち見守り室「となとな」（※）、大阪府子ども家庭センター 

８．ひらかた子ども発達支援センター（※） 

９．小学校の先生 

10．留守家庭児童会室（※）の指導員 

１1．習い事の先生（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

１2．民生委員・児童委員 

１3．かかりつけ医 

１4．自ら育児書、家庭の医学書で調べる 

１5．スマホやインターネットの交流サイト 

１6．その他（                             ） 

※枚方市子どもの育ち見守り室「となとな」…親子関係、子育て、友達のことなど 18 歳未満の子どもについての「家庭児

童相談」、15歳からおおむね39歳までのひきこもりや不登校、就労についての「ひきこもり等子ども・若者相談」、ひとり

親家庭の自立に向けた「ひとり親相談」を受ける枚方市の総合相談窓口。 

※ひらかた子ども発達支援センター…障害や発達に関わる相談に幅広く応じます。子どもの特性や支援の必要性を提案

し、成長段階に応じて一貫した支援を行えるようコーディネートします。 

※「留守家庭児童会室」…本市では「児童会」などとよばれています。保護者が仕事等などで昼間に自宅にいない場合な

どに、保育を必要とする子ども達に適切な遊び及び生活の場を提供し、健全な育成を図るものです。利用にあたっては、

保育料が発生します。 

 

 

 問９  

 

 

世帯の現在の経済的な暮らし向きについて、どう感じていますか。（○は 1つ） 

１．大変苦しい        ２．やや苦しい      ３．普通 

４．ややゆとりがある   ５．大変ゆとりがある 
 

 問１０  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「母親」の働いている状況についてお伺いします。自営業や自営業を手伝っている場合も含みます。

（○は 1つ） 

＜父子家庭の場合は記入不要です。⇒【問１１】へ＞ 

 

１．フルタイムで働いている 

２．フルタイムで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中） 

３．パート・アルバイトなどで働いている 

４．パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中） 

５．以前は働いていたが、今は働いていない 

６．これまで働いたことがない 

※「フルタイム」…１週間に５日程度、1日に８時間程度の就労 

「パート・アルバイトなど」…「フルタイム」以外の就労 

⇒【問１１】へ 

２．保護者の就労状況についてお伺いします。 
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 問 10-1  

 

問１０で「１．」～「４．」を選ばれた方にお伺いします。１週間・１日当たりどのくらい働きますか。家を出

る時間と帰宅時間についてもお答えください。時間が不規則な場合は、もっとも多いパターンについ

てお答えください。今休んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えください。 

１週当たり（    ）日          １日当たり（    ）時間 

家を出る時間（    ：    ）     帰宅時間（    ：    ） 

※必ず（ 18：00 ）のように、24時間制でお答えください。 

 問１１  「父親」の働いている状況についてお伺いします。自営業や自営業を手伝っている場合も含みます。

（○は 1つ） 

＜母子家庭の場合は記入不要です。＞ 

 

１．フルタイムで働いている 

２．フルタイムで働いているが、今は休んでいる（育休・介護休業中） 

３．パート・アルバイトなどで働いている 

４．パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（育休・介護休業中） 

５．以前は働いていたが、今は働いていない 

６．これまで働いたことがない 

※「フルタイム」…１週間に５日程度、1日に８時間程度の就労 

「パート・アルバイトなど」…「フルタイム」以外の就労 

 問 11-1  
問１１で「１．」～「４．」を選ばれた方にお伺いします。１週間・１日当たりどのくらい働きますか。 

家を出る時間と帰宅時間についてもお答えください。時間が不規則な場合は、もっとも多いパターン

についてお答えください。今休んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えください。 

 

１週当たり（    ）日         １日当たり（    ）時間 

家を出る時間（   ：   ）     帰宅時間（   ：   ） 

※必ず（ 18：00 ）のように、24時間制でお答えください。 

 

 問１２  問１０または問１１で、「３．」または「４．」を選ばれた、パート・アルバイトなどで働いている方（休業中

の方も含む）にお伺いします。フルタイムへの転換希望はありますか。 

（○は 1つ） 

 

（１）母親（○は１つ） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイトなどで働き続けたい 

４．パート・アルバイトなどをやめて子育てや家事に専念したい 

 

（２）父親（○は１つ） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイトなどで働き続けたい 

４．パート・アルバイトなどをやめて子育てや家事に専念したい 
 

⇒【問１３】へ 
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 問１３  問１０または問１１で「５．」または「６．」を選ばれた、仕事をお持ちでない方にお伺いします。働きたい

希望はありますか。カッコ内には具体的な数字を入れてください。 

 

（１）母親（○は 1つ） 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが、（  ）歳になったころに働きたい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

→希望する働き方（いずれかに○） 

   ア．フルタイム 

   イ．パートタイム、アルバイトなど 

 →１週当たり（    ）日   １日当たり（    ）時間 

 

（２）父親（○は 1つ） 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが、（  ）歳になったころに働きたい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

→希望する働き方（いずれかに○） 

   ア．フルタイム 

   イ．パートタイム、アルバイトなど 

 →１週当たり（    ）日   １日当たり（    ）時間 
 

 問 13-1  

 

 

 

 

 

 

問１３で「３．」を選ばれた、すぐにでも、もしくは１年以内に働きたいと考えておられる方にお伺い 

します。就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。（○は 1つ） 

 

１．留守家庭児童会室などのサービスが利用できない 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がない 

３．自分の知識・能力にあう仕事がない 

４．配偶者の育児・家事への協力が得られない 

５．働くことに家族や親族の理解が得られない 

６．その他（                            ） 
 

 

 

 問１４  

 

 

希望する子どもの数は何人ですか。 

（   ）人 
 

 問１５  

 

 

 

 

希望する子どもの数が現在の子どもの数より多い方にお伺いします。現在の家庭・教育環境等にお

いても、もう一人子どもを生み育てようと思いますか。（○は 1つ） 

１．生み育てようと思う ⇒【問１６】へ 

２．生み育てようとは思わない 
 

 問 15-1  

 

 

 

 

 

問１５で「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

どのような環境が整えばもう一人子どもを生み育てようと思いますか。もっともあてはまる答え

の番号に○をつけてください。（○は 1つ） 

１．保育環境       ２．経済的な環境      ３．労働環境 

４．教育環境       ５．家庭環境（家族の理解等） 

６．その他（                               ） 
 

３．子育てについてお伺いします。 

⇒【問１４】へ 

⇒【問１４】へ 
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 問１６  

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てについて、どのように感じていますか。（○は 1つ） 

 

１．楽しいと感じることの方が多い 

２．楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい 

３．つらいと感じることの方が多い 

４．わからない 

５．その他（                              ） 
 

 問１７  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てをする中で、どのような支援・対策が重要だと感じますか。 

（○は 3つまで） 

 

１．放課後対策の充実 

２．子育て支援のネットワークづくり 

３．子どもの教育環境の充実 

４．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 

５．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 

６．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

７．配慮を要する子どもに対する支援 

８．地域における子どもの安全な遊び場の整備（公園・広場など） 

９．子育てに困った時の相談事業の充実 

１０．その他（                            ） 
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 問１８  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに関して、あなたが日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。 

また、「２．」を選ばれた場合は、具体的な内容に○をつけてください。 

 

（１）子どもに関すること（○はいくつでも） 

１．病気や健康に関すること 

２．発育発達に関すること 

以下もお選びください。（○はいくつでも） 

ア．友達とうまく付き合うことができない    イ．集団生活に入れない 

ウ．言葉の発達が遅い                  エ．興味や関心ごとが偏っている 

オ．落ち着きがない                     カ．かんしゃくをよく起こす 

キ．その他（                             ） 

３．食事や栄養に関すること 

４．子育てのことがよくわからないこと 

５．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

６．子どもと過ごす時間が十分取れないこと 

７．子どもの教育に関すること 

８．子どもの友達づきあいに関すること 

９．子どもの不登校などに関すること 

１０．その他（                              ） 

１１．特にない 

 

（２）あなたに関すること（○はいくつでも） 

１．子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと 

２．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと 

３．子育てが大変なことを、親族、近隣の人、職場など周りの人が理解してくれないこと 

４．自分の子育てについて、親族、近隣の人、職場など周りの見る目が気になること 

５．子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと 

６．保護者同士のつきあいに気をつかうこと 

７．仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと 

８．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

９．自分は子育てに向いていない（のではないかと思う）こと 

１０．子どもがかわいく思えないことがあること 

１１．子育てによる身体の疲れが大きいこと 

１２．子育てにかかる出費がかさむこと 

１３．住居がせまいこと 

１４．その他（                                ） 

１５．特にない 
 

 問１９  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。（○は 1つ） 

感じる場合は、特に誰に支えられていると感じますか。感じない場合は、特に誰に支えてほしいと 

感じますか。下の【表】から選んでください。（複数選択可） 

１．感じる  ⇒ 下の【表】から記号を選択  （      ） 

２．感じない ⇒ 下の【表】から記号を選択 （      ） 

【表】 

ア．近所の人                イ．民生委員・児童委員 

ウ．自治会、子ども会などの地域団体の人   エ．地域で活動するNPOなどの人 

オ．市役所の職員 

カ．その他（                               ） 
 



７ 

 

 問２０  

 

 

 

平日（月曜日～金曜日）に、現在、留守家庭児童会室を利用されていますか。（○は 1つ） 

 

１．利用している 

２．利用していない  
 

 問２１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20で「１．」を選ばれた方にお伺いします。現在利用している留守家庭児童会室について、 

もっとも多いパターンとして、１週間・１日当たりどのくらい利用していますか。 

また、希望としてはどのくらい利用したいですか。カッコ内に数字を入れてください。 

※必ず（18:00）のように 24時間制で記入してください。 

（１）現在 

１週当たり（   ）日 

１日当たり（   ）時間  （   ：   ）まで 

（２）希望 

１週当たり（   ）日 

１日当たり（   ）時間  （   ：   ）まで 
 

 問 21-1  

 

 

 

 

 

 

 

問２0で「１．」を選ばれた方に引き続きお伺いします。 

留守家庭児童会室を利用されている主な理由は何ですか。（○は 1つ） 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が 

１．働いている 

２．ご自身や配偶者の親、親せきの介護をしている 

３．病気や障害がある 

４．学生である 

５．その他（                              ） 
 

 問 21-2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２0で「１．」を選ばれた方に引き続きお伺いします。 

土曜日、日曜日・祝日に、留守家庭児童会室の利用希望はありますか。（一時的な利用は除きます）

（○は 1つ）希望がある場合は、カッコ内に具体的な数字を入れてください。 

※時間は、必ず（例）9：00～20:00のように 24時間制でご記入ください。 

（１）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

利用したい時間帯（   ：   ）～（   ：   ） 

３．月に１～２回は利用したい 

   利用したい時間帯（   ：   ）～（   ：   ） 

 

（２）日曜日・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

利用したい時間帯（   ：   ）～（   ：   ） 

３．月に１～２回は利用したい 

   利用したい時間帯（   ：   ）～（   ：   ） 

⇒（１）または（２）で「３．」を選ばれた方は【問２１－3】へ、それ以外の方は【問２１－4】へ 

４．留守家庭児童会室の利用についてお伺いします。 



８ 

 問 21-3  問 2１-2 で、「３．」を選ばれた方にお伺いします。毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。

（○はいくつでも） 

１．月に数回仕事が入るため 

２．平日にすませられない用事をまとめてすませるため 

３．ご自身や配偶者の親、親せきの介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                              ） 
 

 問 21-4  

 

 

 

 

 

 

問２０で「１．」を選ばれた方に引き続きお伺いします。現在通っている留守家庭児童会室に 

どのようなことを希望しますか。（○はいくつでも） 

１．朝の利用時間を延長する     ２．夕方の利用時間を延長する 

３．施設や設備を改善する       ４．指導内容を工夫する 

５．その他（                              ） 

６．特になし 
 

 問 21-5  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０で「１．」を選ばれた方に引き続きお伺いします。小学５年生以降の放課後の過ごし方について、

どのようなことを望みますか。（○はいくつでも） 

「１．」を選択した場合は、カッコ内に具体的な数字を入れてください。小学５・６年生の 

お子さんの保護者の方も、現状を踏まえてご回答ください。 

１．留守家庭児童会室を利用したい 

 →小学（   ）年生まで利用したい 

３．放課後オープンスクエア（※）を利用したい 

４．習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）に行く 

５．自宅などで自由に過ごす 

６．その他（                              ） 

※「放課後オープンスクエア」…すべての就学児童を対象として、子どもたちが自主的に、自由に遊んだり、学んだりできる放

課後の居場所として、放課後、土曜日、三期休業期に学校施設の一部を令和５年度から全校で開放しています。 

（留守家庭児童会室のような預かりを目的とした事業とは異なります。）   

 問 21-6  

 

 

 

 

問２０で「１．」を選ばれた方に引き続きお伺いします。今後、「放課後オープンスクエア」を利用したい

ですか。（○は１つ） 

１．利用したい   ⇒【問 2１-7】へ 

２．利用したくない ⇒【問 2３】へ 
 

 問 21-7  問2１-6で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

どのような利用を希望しますか。（○はいくつでも） 

１．長期休業時（夏休みなど）だけ利用したい 

２．希望する曜日だけ利用したい 

３．就労日数（月15日以上）などの要件に関わらず利用したい 

４．１回当たり有料でも利用したい 

５．無料なら利用したい 

６．留守家庭児童会室の開室時間と同程度の時間帯で利用したい 

７．利用後（午後 5時 00分以降（冬期は午後4時30分））は、留守家庭児童 

会室を利用したい 

８．留守家庭児童会室を退室して、放課後オープンスクエアのみを利用したい 

９．その他（                            ） 
 



９ 

 問２２  問２０で「２．」を選ばれた方にお伺いします。留守家庭児童会室を利用していない理由は何ですか。

（○は 1つ） 

１．ご自身や配偶者が子どもをみている 

２．ご自身や配偶者の親、親せきがみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．父母とも働いていて利用したいが、留守家庭児童会室に空きがない 

５．父母とも働いていて利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件が合わない 

６．父母とも働いていて利用したいが、保育料がかかるため、経済的な理由で利用できない 

７．父母とも働いているが、子どもは放課後に習い事をしているため、利用する必要がない 

８．父母とも働いているが、放課後の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから 

９．放課後オープンスクエアを利用しているから 

１０．その他（                             ） 
 

 問 22-1  問２０で「２．」を選ばれた方に引き続きお伺いします。封筒のあて名のお子さんについて、今後、父母

とも働く予定があるなどの理由で、留守家庭児童会室を利用したいとお考えですか。（○は 1つ） 

希望がある場合は、カッコ内に具体的な数字を入れてください。 

※必ず（18:00）のように 24時間制でご記入ください。 

 

１．利用したい 

 １週当たり（   ）日 １日当たり（   ）時間 （   ：   ）まで 

「１．」を 

選ばれた方

→ 

土曜日の利用希望 

１．ある      ２．ない 

 

１日当たり（   ）時間  （   ：   ）から（   ：   ）まで 

日曜日・祝日の利用希望 

１．ある      ２．ない 

 

１日当たり（   ）時間  （   ：   ）から（   ：   ）まで 

２．今後も利用しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あと半分程度です！質問が多く大変お手数をおかけしますが、最後まで 

ご記入いただきますようお願いいたします。 



１０ 

 

 

 問２３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間に、私用、ご自身やご家族の通院、不定期な仕事などを理由として、子どもを家族以外の

誰かに一時的に預けたことはありましたか。（○はいくつでも）この１年間のおおよその利用日数につ

いてカッコ内に数字を入れてください。 

※子どもが病気のときの保育施設などの利用は除きます。 

 

対処方法 日数（年間） 

１．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった 

（同居している場合も含む） 

２．ファミリーサポートセンターを利用した（有償ボランティア 

による子どもの預かりや送迎を受けられる事業） 

３．夜間養護事業：トワイライトステイ（仕事などの理由により、児童養護施

設などで休日や夜間に子どもを一時的に預かるもの） 

４．民間事業者による訪問型サービスを利用した 

５．その他（                      ） 

６．預けるようなことはなかった 

（     ）日 

 

（     ）日 

 

（     ）日 

 

（     ）日 

（     ）日 

（     ）日 
 

 問２４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）により、

泊りがけで年間何泊くらい家族以外に預ける必要があると思いますか。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の

利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な泊数をご記入ください。

（利用したい泊数の合計と、目的別の内訳泊数を枠内に具体的な数字を入れてください。） 

なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

 

対処方法 泊数（年間） 

１．利用したい 計（    ）泊 

 ア．冠婚葬祭  

イ．保護者や家族の育児疲れ・不安 

ウ．保護者や家族の病気 

エ．その他（                  ） 

（    ）泊 

（    ）泊 

（    ）泊 

（    ）泊 

２．利用する必要はない 
 

５．一時預かりの利用についてお伺いします。 



１１ 

 

 

 問２５  

 

お子さんは、「枚方子どもいきいき広場」に参加していますか。（○は 1つ） 

※「枚方子どもいきいき広場」…土曜日を基本に小学生を対象に、地域の大人との交流による様々な体験（昔遊びやスポー

ツ、文化活動など）によって、子どもたちの「生きる力」を育むことを目的に、市内全小学校区で実施している事業 

 

１．毎回参加している         ２．時々参加している 

３．ほとんど参加していない    ４．参加したことがない  
 

 問 25-1  

 

 

 

 

 

 

 

 

問２５で「３．」または「４．」を選ばれた方にお伺いします。 

「枚方子どもいきいき広場」に参加しない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

１．色々な活動ができるから 

２．友だちが参加しているから 

３．保護者が仕事だから 

４．他に参加している活動（少年野球やスポーツクラブ、文化教室など）があるから 

５．学習塾に通っているから 

６．家族と一緒に過ごすから 

７．興味がないから 

８．その他（                             ） 
 

 問２６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「枚方子どもいきいき広場」にどのようなことを期待しますか。（○はいくつでも） 

 

≪（１）機能について≫ 

１．安全な遊び場としての機能 

２．異年齢や同世代の交流の場としての機能 

３．自主性や自発性を養う場としての機能 

４．習い事の代わりとして 

５．地域の人たちの関わり 

６．その他（                               ） 

７．参加できないのでわからない 

 

≪（２）内容について≫ 

１．学習的な内容（算数・英語教室など）   

２．スポーツ活動 

３．絵画や音楽活動 

４．伝統文化に関する活動（囲碁・将棋、茶道・華道など） 

５．昔遊び（けん玉、おはじき、駒回しなど） 

６．手芸・工作・実験 

７．料理教室 

８．自然観察・収穫体験 

９. 自由遊び 

10．その他（                               ） 

11．参加できないのでわからない 
 

６．枚方子どもいきいき広場についてお伺いします。 



１２ 

 

 問２７  子育て支援サービスの認知度、利用度、利用希望についてお伺いします。下表の①～⑩のサービスご

とに A～Cのすべてについて「はい」「いいえ」のどちらかに○をつけてください。 

 

 

※ひらかた健康ほっとライン 24（TEL：0120-513-080）…通話料無料・24 時間年中無休で、看護師や医師等に子育

てや出産、健康、医療に関する相談ができる電話窓口。 

※小児救急電話相談（TEL:♯8000）…子どもの夜間急病時、小児科医の支援のもと、看護師が電話相談に応じるサー

ビス。 

※救急安心センターおおさか（TEL:♯7119）…突然の病気やケガなどの際、医師の支援のもと、看護師・相談員が電話

相談に応じるサービス。 

サービス名 

A 

知っている 

B 

これまでに 

利用したことが

ある 

C 

今後利用 

したい 

①子ども食堂（地域において子どもに

食事や団らんの場を提供する場） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

②生涯学習市民センター・青少年セン

ター等子どもが自由に集える場 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③子育て支援や家庭教育（親支援）に

関する学級・講座 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④枚方市子どもの育ち見守り室「とな

とな」の相談サービス 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤教育文化センターの教育相談等サ

ービス 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥子育ていつでも電話相談 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦北河内こども夜間救急センター・休

日急病診療所 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑧ひらかた健康ほっとライン 24（※） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑨小児救急電話相談（※） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑩救急安心センターおおさか（※） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

 問２８  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに関する情報をどのような方法で入手していますか。（○はいくつでも） 

 

１．市の広報やパンフレット    ２．市のホームページ 

３．小学校                 ４．親、きょうだいなど 

５．友人、知人など           ６．テレビ、新聞など 

７．インターネット（市のホームページ以外） 

８．情報の入手手段がわからない 

９．その他（                              ） 
 

７．子育て支援サービスについてお伺いします。 



１３ 

 

 

 問２９  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の放課後および休日の日常的なお子さんの過ごし方で多いものについて、下の【表】の中から

あてはまる答えの番号を選んでご記入ください。（複数選択可） 

（記入例）平日１４～１６時は留守家庭児童会室で過ごしていることが多い場合、下欄（選択肢）の 

２に該当するので、次のようになります。 

     （１）平日１４～１６時          ２ 

（２）～（６）についても同様です。 

 

（お子さんの過ごす時間帯） 

（１）平日１４時～１６時  

（２）平日１６時～１８時  

（３）平日１８時～２０時  

（４）平日２０時以降  

（５）土曜日  

（６）日曜日・祝日  

 【表】 

１．学校にいる（授業、遊び、放課後自習教室） 

２．留守家庭児童会室で過ごす 

３．枚方子どもいきいき広場で過ごす 

４．保護者や祖父母等（大人）と過ごす 

５．きょうだい等（子ども）と過ごす 

６．民間事業者による訪問型サービスを利用する 

７．友達と家や公園などで過ごす 

８．生涯学習市民センターや図書館など公共の施設にいる 

９．地域活動（子ども会、スポーツ活動）に参加する 

１０．学習塾や習い事へ行く 

１１．家でひとりで勉強する 

１２．家でひとりで過ごす（勉強以外） 

１３．その他（                  ） 
 

 問３０  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習市民センターや青少年センターなどの公共施設でどのような企画やサービスがあれば 

利用してみたいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

１．いろんな図書を自由に読むことができる 

２．自習ができるスペースがある 

３．工作などの楽しい講座がある 

４．英会話やパソコンなど役に立つ講座がある 

５．子どもの仲間づくりのためのサークルやクラブがある 

６．子ども自身の悩みなどを積極的に聞き相談に乗ってくれる 

７．障害などで支援が必要な場合は職員やボランティアが付き添ってくれる 

８．特になし 

９．その他（                               ） 
 

下の【表】の中から選

んで、番号を書いてく

ださい。（複数選択可） 

８．子どもが心身ともに健やかに成長するための取り組みについてお伺いします。 



１４ 

 問３１  お子さんが参加したことがある地域での自然体験、社会参加、文化活動はどれですか。 

（○はいくつでも） 

 

１．スポーツ活動 

２．文化芸術活動 

３．ボランティア活動 

４．体験学習活動（ものづくり体験等） 

５．野外活動（キャンプ等） 

６．社会福祉活動（高齢者訪問等） 

７．国際交流活動（ホームステイ等） 

８．青少年団体活動（こども会、ボーイスカウト、ガールスカウト等） 

９．環境分野での社会貢献活動（リサイクル活動等） 

１０．環境教育活動（自然観察等） 

１１．地域に根ざした活動（お祭りや地域運動会等） 

１２．その他（                              ） 

１３．参加したことがない   
 

 問 31-1  問３１で「１３．」を選ばれた方にお伺いします。 

お子さんがこれまで参加していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．活動に関する情報がなく参加しにくい 

２．知り合いなどがおらず参加しにくい 

３．初めての者が参加しにくい雰囲気がある 

４．参加の時間帯が合わない 

５．費用がかかる 

６．活動の内容に興味や関心がない 

７．その他（                              ） 
 

 問３２  お子さんが参加したことはないが、今後参加したいと思っている地域での活動は何ですか。 

（○はいくつでも） 

１．スポーツ活動 

２．文化芸術活動 

３．ボランティア活動 

４．体験学習活動（ものづくり体験等） 

５．野外活動（キャンプ等） 

６．社会福祉活動（高齢者訪問等） 

７．国際交流活動（ホームステイ等） 

８．青少年団体活動（こども会、ボーイスカウト、ガールスカウト等） 

９．環境分野での社会貢献活動（リサイクル活動等） 

１０．環境教育活動（自然観察等） 

１１．地域に根ざした活動（お祭りや地域運動会等） 

１２．その他（                              ） 

１３．特にない 

 

 

 

 

 



１５ 

 

 

 

 問３３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。平日と休日それぞれについてカッコ内

に時間をご記入ください。また、その時間は十分だと思いますか。（○は１つ） 

（１）母親 

ア．平日 

子どもと一緒に過ごす時間  １日当たり（   ）時間 

１．十分だと思う     ２．まあまあ十分だと思う   ３．あまり十分だと思わない 

４．不十分だと思う   ５．わからない 

イ．休日 

子どもと一緒に過ごす時間  １日当たり（   ）時間 

１．十分だと思う    ２．まあまあ十分だと思う    ３．あまり十分だと思わない 

４．不十分だと思う  ５．わからない 

（２）父親 

ア．平日 

子どもと一緒に過ごす時間  １日当たり（   ）時間 

１．十分だと思う    ２．まあまあ十分だと思う    ３．あまり十分だと思わない 

４．不十分だと思う  ５．わからない 

イ．休日 

子どもと一緒に過ごす時間  １日当たり（   ）時間 

１．十分だと思う    ２．まあまあ十分だと思う    ３．あまり十分だと思わない 

４．不十分だと思う  ５．わからない 
 

 問３４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と子育てを両立させる上で大変だと思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

１．残業や出張が入ること 

２．子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと 

３．配偶者の協力が得られないこと 

４．家族や親族の理解が得られないこと 

５．職場に子育てを支援する制度がないこと（育児休業、子どもの看護休暇、短時間勤務 

等） 

６．職場の理解や協力が得られないこと 

７．子どものほかに親などの介護をしなければならないこと 

８．子どもを預かってくれる保育所や留守家庭児童会室等が見つからないこと 

９．子どもと接する時間が少ないこと 

１０．その他（                               ） 
 

 問３５  

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの家庭では、仕事と生活の調和が図られていると感じますか。（○は１つ） 

１．感じる                 ２．まあまあ感じる 

３．あまり感じない          ４．感じない 

５．わからない 
 

９．仕事と子育ての両立、仕事と生活の調和（ワークライフバランス）についてお伺いします。 



１６ 

 

 

 問３６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政（市、府、国）に対して、子育てサービスの現状やあなたの子育て経験などから、どのような支援

策の充実を図ってほしいですか。（○はいくつでも） 

 

１．親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する 

２．親子が安心して集まれる保育所・幼稚園等や小学校の運動場等の開放を増やす 

３．親子が安心して集まれるつどいの場等の屋内の施設を整備する 

４．子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくり、歩道等の 

  段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む 

５．子育てに困ったときの相談体制を充実する 

６．子育て支援に関する情報提供を充実する 

７．子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ機会や内容の充実を図る 

８．子育てサークル活動への支援を充実する 

９．子ども食堂への支援を充実する 

１０．保育所や留守家庭児童会室等の働きながら子どもを預ける施設や定員を増やす 

１１．一時預かり事業、夜間保育、休日保育など、多様な保育ニーズに対応できるサービスを 

充実する 

１２．きめ細やかな障害児保育制度の充実を図る 

１３．児童虐待の防止と早期発見等を図るために関係機関と地域の連携を強化する 

１４．幼稚園や認定こども園の保育サービス（早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等の 

預かり保育など）を充実する 

１５．家事専業の方など誰でも気軽に利用できるＮＰＯ等による保育サービスを増やす 

１６．安心して子どもが医療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する 

１７．子どもの安全を確保する対策を充実する 

１８．子育て世帯への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持等） 

１９．公営住宅の優先入居等、住宅面での配慮や支援 

２０．その他（                               ） 

２１．特になし 
 

問３７  子どもが３人以上いる、もしくは多胎（双子や三つ子）の子どもがいる方におうかがいします。  

⇒該当しない方は【問３８】へ 

 

どのような支援やサービスがあれば、子育ての負担を軽減するのに有効だと思われますか。 

もっとも有効だと思われる番号に○をつけてください。 

 

１．塾など習い事への経済的支援 

２．留守家庭児童会室利用の負担軽減 

３．衣料品や食料品、日用品など生活必需品への経済的支援 

４．住宅費への支援（家賃補助や住宅ローンの負担軽減など） 

５．自然体験などの活動費（学校行事を除く）への支援 

６．同じ境遇にある母親や父親との交流 

７．多子・多胎育児経験者による相談支援 

８．その他（                      ） 
 

10．行政サービスへの要望についてお伺いします。 



１７ 

問 37-1 子どもが３人以上いる、もしくは多胎（双子や三つ子）の子どもがいる方におうかがいします。  

⇒該当しない方は【問３８】へ 

 

２番目に有効だと思われる番号に○をつけてください。 

 

１．塾など習い事への経済的支援 

２．留守家庭児童会室利用料の負担軽減 

３．衣料品や食料品、日用品など生活必需品への経済的支援 

４．住宅費への支援（家賃補助や住宅ローンの負担軽減など） 

５．自然体験などの活動費（学校行事を除く）への支援 

６．同じ境遇にある母親や父親との交流 

７．多子・多胎育児経験者による相談支援 

８．その他（                      ） 
 

 問３８  市の子ども・子育て支援施策へのご意見・ご要望がありましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

 

大変お忙しい中、多くの質問にも関わらず調査に

ご協力いただき、誠にありがとうございました。 


